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大和川線シールドトンネルは，大断面，超近接の併設，曲線および縦断線形変化区間を含む道路トンネ

ルである．これらの特徴を有する大和川線シールドトンネルにおいて，シールド掘進に伴う周辺地盤や併

設トンネルの挙動を的確に把握し，別途検討した設計手法の検証を目的として，各種計測データを収集し

た．本稿では，曲線区間に設定した計測断面で得られた計測結果に基づき，単設シールド掘進に伴う施工

時荷重の影響について検討した．その結果，トンネル覆工作用圧や発生応力は，前リングの変形履歴に依

存することと，テールシール圧や裏込め注入圧などの施工時荷重の影響を受けることを確認した．また，

曲線施工に伴い，トンネル曲線外側地盤の水平変位分布を計測することにより，その傾向を捉えた． 

 

     Key Words : shield tunnel, large diameter, adjacent and curve construction, construction loads, in-site meas-
urement 

 
 

1. はじめに 
 
阪神高速大和川線は，阪神高速道路4号湾岸線と同14

号松原線を結ぶ延長約9.7[km]の自動車専用道路である．

このうち阪神高速道路(株)が施工する大和川線シールド

トンネルは，セグメント外径D：12 230[mm]，最小離隔

約1.0[m](≒0.08D)の大断面かつ超近接施工で構築する． 

既往事例の少ないシールドトンネル工事であるため，

併設影響を考慮した「大和川線シールドトンネル設計マ

ニュアル1)2)（以後「設計マニュアル」）」に基づいて詳

細設計を実施した．その上で，本設計思想の妥当性検証

を目的に，計測断面を5断面設けてトンネル覆工挙動と

トンネル周辺地盤の変形挙動を把握し(図-1参照)，実測

値と設計値を比較，検証している．本稿では，曲線区間

に設定した計測断面①で得られた計測結果に基づき，併

設施工時の影響を検証する上で，基本情報となる単設シ

ールド掘進に伴う施工時荷重の影響について検討した．  

2. 計測断面①の概要 
 

大和川周辺の土質縦断図と計測断面①付近の平面図お

よび土質縦断図を図-2に示す．大和川線の北側に位置す

る大和川は，江戸時代中期の1704年(宝永元年)に付け替

えられ，堺方面に向けて西流させた人口河川である．こ

のため，地表付近は，盛土等の人為的な改変の影響を受

けているが，深部においては旧河川の影響はない． 

大和川沿いの地形は，沿岸部の西大阪地域，上町台地

地域，東側の東大阪地域の3つに大別できる3)．このうち

計測断面①付近は，上町台地地域に位置しており，標高

はTP＋10[m]前後である．表層から洪積層が分布する比

較的良く締まった地盤が出現し，沖積層はほとんど分布

していない．計測断面①は，最小平面曲率R＝400[m]の

曲線施工区間にあり，下り勾配から上り勾配に転じる最

深断面でもある．掘進土層は，上半は洪積砂層(Ds7層，

N値30～60以上)，下半は洪積粘土層(Dc6層，N値10程
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図-13 先行トンネル側部(曲線外側)地盤の水平変位分布図 

 
 
7. おわりに 
 
 本検討で得られた知見を以下に示す． 
① トンネル覆工作用圧や発生応力は，前リングの変形

履歴に依存することが判明した．さらに，テールシ

ール圧や裏込め注入圧などの施工時荷重の影響を受

けることも確認した． 

② テール通過時における施工時荷重の影響は，設計上

考慮していないが，トンネル覆工の発生応力は，最

終的に許容応力度の範囲内に収束した． 

③ シールドの曲線施工に伴い，トンネル直上地盤は沈

下傾向を示すのに対して，トンネル側部地盤は水平

に押し広げる傾向を示した．これは，トンネル中心

方向に収縮する応力解放を用いた地盤変形解析結果

とは，傾向が異なる． 

 

今後，単設施工時における施工時荷重の影響も含めて，

併設施工時の影響を現場計測結果から分析し，「設計マ

ニュアル」の検証を進める予定である． 
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CONSIDERING CONSTRUCTION LOADS DUE TO SHIELD EXCAVATION 
WITH LARGE SCALE, NEIGHBORING AND CURVE CONDITON 

 
Tomohiko NISHIHARA, Tsutomu NIINA, Kiyoshi SAKIYA 

Tomokazu IWAZUMI and Takahiro KONDA 
 

The Yamatogawa Route shield tunnel is the road tunnel including a large diameter, an adjacent con-
struction, the curve and vertical section alignment change section.  In order to get to know the phenomena 
of neighboring tunnel lining due to shield excavation and to review the original design method, some 
monitoring data are observed.  In this paper, the influence of construction loads due to 1st shield excava-
tion is evaluated based on measuring results.  As a result, tunnel lining pressure and stress are depended 
on the modification history of a front ring and construction loads.  Moreover, some characteristics of 
curve construction are interpreted based on the horizontal ground deformations distribution around tunnel. 
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